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寒さと降雪で厳しかった日々も過
ぎ去り，心地よい季節となりました。
東北地方も震災後初めての冬を乗り
越えられました。新聞やテレビで拝
見する以上にご苦労されたことと思
います。瓦礫処理や除染が本格的に
なりつつあり，その後復興へと向
かっていくものと思われます。計画
的避難区域等の地元の方々が一日も
早く帰還できるよう我々も一翼を担
う所存であります。

4 月号はエネルギー特集でした
が，今回原稿をお願いするに当り
色々なことを知ることが出来まし
た。また，政府がエネルギーに関し
先々を見据えてかなり多くの研究開
発に取り組んでいることに驚きさえ
覚えました。一例を申し上げますと，
環境省，経済産業省等から独立行政
法人等に依頼し，そこから財団法人，
各種学会，研究機関，各種企業，大
学等へテーマを絞って技術開発の公

募を行い，その中から優秀技術を採
択し予算をつけて具体的な開発に進
んで行くというものです。特に新エ
ネルギー，再生可能エネルギーに関
して多くの課題を設定し広く窓口を
開き，日本の技術を総結集している
姿が窺えました。

日頃のテレビの報道番組等は政治
に対して聴衆受けを狙い批判的な内
容が多く，我々はその通りの印象を
多少なりとも抱いてしまっている感
がありますが，今回はそれを見直す
よい機会となりました。希望の有る
技術開発が着々と進んでいます。

今回は大学の先生をはじめ超多忙
な方々に大変ご無理を申し上げ，執
筆していただきました。“ずいそう”
におきましては震災直後から先遣隊
として出動し，救援道路の確保から
人命救助へとご尽力された自衛隊の
中隊長に体験談を披露していただき
ました。この誌面をお借りし，皆様
に心より御礼申し上げます。

 （松本・中村）

5 月号「ロボット・無人化施工特集」予告
・災害対応ロボット開発環境への考察と災害対応無人化システム研究開発プロジェクトの紹介
・大規模災害に迅速に対応可能な無人化施工技術の推進
・大規模土砂災害に向けた取り組み
・浦川金山沢における無人化施工の取り組み
・ヘリコプター施工で施工現場を無人化
　　富士山大沢崩れ源頭部対策に向けて
・海上工事における無人化・自動化施工技術
・建設機械等の遠隔施工と電波利用
・無人化施工における自動平板載荷試験機の開発
・無人化施工における無人測量システムの開発
　　開発経緯と改良型システムの導入結果
・トンネル内無人飛行船画像伝送
　　地下空間・狭隘空間における無人移動体通信技術
・災害対応ロボットの実用化と課題
・建設系廃棄物選別システムの開発
　　ロボットビジョンを応用した廃棄物判定手法による選別性能検証
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